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日 本 国 憲 法 の 法 源
― 一 憲 法 学 習 の 問題 点 と して ―一
社会科教育教室  細
(―)は じ め に
憲法学習における問題点の一つとして, 日本国憲法の基本的性格を如何に把握するかということ
がある。このことについては,高等学校学習指導要領社会科編は「日本国憲法の基本的性格を帝国










































































きた人物であり, 日本における「軍国主義的勢力」 (militaristic influence)の除去といぶことが彼の念
願の一つであ った といわれ ている H.L Sti mson:The Far‐Eastern Crisis,1936参照
細川
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第15巻 第2号
曲折を重ねている。すなわち8月10日に政府は「帝国政府は1945年7月26日『ポッダム』において
米,英,支,三国政府首脳者に依り発表せられ雨後ソ連政府の参加を見たる共同宣言に挙げられた
る条件を右宣言は天皇の国家統治の大権を変更するの要求 を包合し居らざることの 了解 の下 に
( Vヽith the■lnderstdnding that the sdid Declaration does not comprise any demdnd




最高司令官 (the supreme Commander for the Allied POwers)の制限の下に(SubieCt tO)
















み得るものとする (ThiS may include a cOnstituitonal inOnarchy under the present dy‐
nasty if the peace‐loving nations can be convinced of the genuine determination of
such a government tO f01lo、v pOlicies Of peace which will render impossible the fut‐
ure dovelopment of aggress?e miltia i m in Japan)」(※5)と述べられている。この宣言案
についてはスティムソン (H.Lo Stimson)陸軍長官も原則的に賛意を示しスティムソンが大統領





(※4)H.L.StinsOn&M.Bundy:On Act?e Service in Pe2ce and ?lrar,1947.p.623参照
(※5)J.C,Grew i Turbulent Erd.A DiPIomatic Record of Forty Years,1904-1945.2 vols.
1952,P.34前掲 :日本国憲法制立史 P.58より引用,なお,その宣言案の表題は DRAFT PROCLAM―ATION BY THE HEADS OF STATE Uo S,―U.K―(U,S.S.R)―CHINAとな らてヤヽる。
哲 :日本国憲法の法源
憲君主制を合み得るものとする」 (ThiS may include a constitntional monarchy under the
present dynasty if it be shown to the complete satisfaction of the world that such
a government、vill學ever again aspire to aggression)儀6)と言ュさオ化てとヽた。

























































管理におけるアメリカ政府の優位を確 保 しょうとして いることがうかゞわれる。この点について





務・陸・ 海調整委員会の政策決定「 日本の敗北後における本土占領軍の国家的構成」 datiOnal
Composition Of Forces TO occupy Japan Proper in the Post‐Defe t PeriOの の中にも,












与えるところであるが,「降伏後におけるアメリカ初期の対日方針」 (United states lnitial




















改正を包合し, これを予想するものであったと解すべきものである。 このことはボートン (H.
Borton)のいう「日本占領史の特徴は,根本的にちがった文化的背景をもった征服者が,被征服者















注 (※15)H.BOrtOn:The Far East,1942-1946P.307, 日本国憲法成立史,p.lo4にて引用
細川
































































































































































ついては CiVil Historical Sectionで書いている H StOry of tNonmilitary Activities of the Occup―
ation of Japan 1945 through Dec。 1951,Vol. III, Political zlnd Legal‐Part 3; Constitutional Re―
VISiOn
細川
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第15巻 第2号
しかるに,総司令部がこのように不当に悪く評価を下したのは,あるいはのちに日本政府に提示せ
られる総司令部案を正当化し,その実現を追る為の口実にすぎなかったのではないかとさえ考えら





























































































































































(※59)中村菊男 :戦後日本政治体制の方向づけ (慶応大学法学研究会 :法学研名 第42巻)P.16参照
細川
















































戦災による被害,食糧難,住宅難,交通難,インフレの進行, 闇の横行, さらには, 復員, 31揚


























注 (※44)経済企画庁 :戦後経済史,1954,p.25～24参照前掲史P・ 481参照
(※45)従って前述のように昭和21年4月の総選挙の各候補者の主張も憲法問題よりも生活問題,食糧問題が
中心になって予ヽる。












































































注 (※40前掲:憲法調査会報告書 P・ 150～lψ参照








































細川  哲 :日本国憲法の法源
(51 総司令部が自らいわゆるマッカーサー草案を起草し, これを命令的,強制的な方法で日本政
府に提示したこと。





10 第90回帝国議会の構成が極めて非民主的要素が有り国民の意思を代表 した とみられないこ
と。












































































































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第15巻 第2号
法の死文化を防ぎ,法の理念たる正義および実際政治の要請に適合させるよう努めるべきである。
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The existing constitution has been, under the occupation ofだoreign fo ces and strong pres―
sure of the General Headquarters of the Supreme Commander for the Allied Powers, establish―
ed aFter the ?Vorld War.Such being the case, the existing constitution is“a constitution under
OCCuPation" ,“a constitution given or forced by the above Headpuarters'' and it is difficult
to find out“the intention of the nation"in the source of law of the existing constitution.
However the fact that the existing constitution has been observed for more than 20 years since
the war should be much appreciated. This fact is considered to be able to offer an adequate
ground as the source of law of the new cOnstitution.
(1971年9月50日受理)
